父 ひとりで 私たちが 会う こと はで きないので すが、 そ 

れ だけで は 私たち 四 人の 兄妹が 納得で きません と 申し 

ましてね。 他に 一 日 私たち 兄妹 主催の 実験 会 を 開いて 

父に も 出席して もらう こと を 許可して もら つたので す _ 

むろん そのための 費用 やら 余分の 滞在費 は 当方 持ちに 

きま つ てます が、 心霊術 師の 旅費と 大道具の 運賃まで 

半分 当方 持ちと いう 高利の 条件で してね。 父との 商談 

ですから それぐ らい は 覚悟の 上で、 父の 鼻 を あかして 

やる ためなら それ ぐら い の 金 はだして あげようと 私 や 

妹の 主人た ちも大 へん 乗気な のです。 先生への 謝礼 も 

充分に 致す つもりで すから、 ぜひ ぜひ 出席 願って 心霊 



さめる 習いに な つてお る。 音楽 をなら す 場合 を 心得て 

るの は 私 だけ だから、 これ を 私が やる。 曲はュ ー モレ 

スク だ。 誰か 電燈を 消しなさい。 タバコ を 御 遠慮 を 願 

う」 

そのために 灰皿の 用意 もなかつ たの だ。 タバコ を 

吸って る 者が 慌てて タパ コ の 箱で 火 をす り 消したり し 

ている うちに、 糸 子が 立って 電燈の スィッチ を ひねつ 

た。 仙 七が よその 座敷 や 廊下の 電燈を 消して おいた の 

で 一瞬に して 真の闇に なって しまった。 テ— ブル 上の 

夜光塗料 をぬ つた 品物 だけが 浮いて 見える。 

「ォ 1 ゥ」 



「ォ ー ゥ」 

と 例の 遠い 山の フク ロウの ような 声が きこえて きた _ 

しかし 何事 もない ので、 また、 

「ォ ー ゥ」 

と 同じ 声が 起った。 音楽 を サイ ソク している らしい 

ので ある。 

「どうも、 おかしい。 どなた か、 電燈 をつ けて 下さい」 

九 太夫が セカセ 力した 声で 叫んだ。 誰か 立った。 電 

燈が ついた。 電燈 をつ けたの は 糸 子であった。 見物 席 

の 一 同に は 変り がない。 ただ 一 人、 一 同に 離れ、 テ— 

ブルの 側面に ポ— タ ブルに 対してい る 仙 七 だけが 俯伏 



している。 その 背中から 真上へ 突きで ている ものが あ 

る。 短剣の ッカ だ。 短剣 は ほぼ その 根本まで 胸 を 突き 

剌 している ので ある。 仙 七 はもう 動かなかった。 一同 

が 抱き起して みると、 彼 はすで にこ とぎれて いた。 

次に 各人の 証言のう ち 主なる もの を 記す る 前に、 当 

夜の 各人の 位置に ついて 図解 を 示して おく ことにする _ 




A ボックス (即ち 吉田 八十 松) B 仙 七 C 茂 手 木 

D 岸 井 E 九 太夫 F 勝 美 G ミドリ H 糸 子 I 辰 

男 

糸 子の 証言 



—— 皆さんが 坐って いた 場所 はこうで したね 

_ こうだつ たと 思います 

—— 誰かが お父さんの 方へ 歩く 気配に 気附 きま し た 

力 

—— 全然 

_ —— お 父さんの 刺された 気配 は 

—— 全然 

—— あなたと 兄さん だけが 後方に 坐って いたのです 

ね 

—— 兄 は 立って たんです よ。 坐れば 見えません から _ 

立 つ てた から 後でよ かったんで しょうね 



九 太夫の 証言 

吉田 八十 松 は 名手の 名の ある 人です が、 旅先の こと 

で 人 を アツと 云わせる 芸 はでき ない 相談だった のです 

ね。 それでも わずかな 材料 を 生かして 意表 をつ く 苦心 

を 払った ようです。 たとえば 中央に テ— ブル をす え、 

下に はジ ユウ タン、 側面と 天井に は 暗幕 を はりめぐら 

して、 いかにも テ— ブル を あげてみ せる ぞと 云わぬ ば 

かり、 ジュ ウタンの 下 や 暗幕の 上から 側面す ベて コ— 

ドゃ 紐の 仕掛け 充分の 様子に こしらえ ておいた のです。 

そのく せ、 その id 掛け は问ー つ ほどこして おかな かつ 



す ッた音 を ききわける ことができ なか つたので すが、 

たぶん あの ガラ ガラの 最中です ね。 あの 音響の 最中に 

皆々 悩まされた あげく 方々 に 溜息 や 呻き 声が 起り まし 

た。 たぶん その 一 ッが 被害者の 苦悶の 呻きで はな かつ 

たでし ようか。 うまく 重なった ものです よ。 偶然です _ 

たぶん 犯人 は 音楽が はじまる と 同時に 行動 を 起し 被害 

者の 後へ まわって 音楽の 発する 位置 をた よりに 狙い を 

つけて いた ものと 思われ ますが、 たまたま ガラ ガラの 

チャンス を 利用して 非常に 安全 に 目的 を 達する ことが 

できた のです ね。 ガラ ガラが なくたって 目的 は 達せ ま 

すが、 いくぶん 危険です ね。 苦悶の 声 や 何 かで 早く 



勢 崎さん は 絶対に インチキ だから 心配す るな と 力 を つ 

けて 下さって います。 この 実験 会の 結果、 父の ビルマ 

訪問が 不可能になる の を 信じて いたので すから、 父 を 

殺す 必要 はない のです。 だいたい ぼく はシガ ない 客 ひ 

き 番頭 で すが 、 ともかく 暮し にこまらない 定職が あ つ 

て 多少の 貯金 も ある ほどです から、 今す ぐに 父の 財産 

をつ ぐ 必要 なぞない のです。 老後 安穏に 暮 せる だけで 

結構で、 今のう ち は その 希望と ともに 客 ひき 番頭で ノ 

ラ クラ 募して いる 方が むしろ 生き ガイ や ハリが あ つ て 

たのしい 毎日 だつ たんです よ。 今す ぐ 父の あと をつ ぐ 

というの は、 むしろ S: しくて 望ましい ことで はな かつ 



て やる の だが、 ここら へんで 便所へ 行 ッたッ け、 お茶 

が 来た ッけ、 そうだつ たかな ァ という アン バイで 埒が 

あかない。 威勢の よい 茂 手 木 はとうとう 怒って しまつ 

た。 

「ォレ は 勤め人 だぜ。 熱 海 へ 足 どめして くだらな いこ 

と を させて、 だいたい 警察の やり方が な つ て やしね え 

や。 最新の 科学 を 利用して テキ パキと 物的証拠 がっか 

めね えの かやい。 銭 形 平 次 時代み たいな 実演 会 なぞ 今 

どき やる と は 何事 だ」 

「ま、 キミ、 我慢して 今晚 だけつき あって くれた まえ- 

明日から は 自由 だから」 



辰 男が 足袋で ある。 女 もむ ろん 足袋 か 靴下で、 素足の 

者 は 一 人 もい ない。 

警官が 代って 吉田 八十 松 を イスに しばりつけ、 いよ 

いよ 実演の 段取りと なった が、 今度 は 八十 松が 怒って 

しまった。 警官た ち を 睨み まわして、 

「あなた 方、 どうして そこいらに 立って なさ るんで す _ 

それじゃ ァ 実演が できません。 とつと と 引きと つてい 

ただき たいね」 

「警官が 立ち合わ なくち ゃァ 実演の 意味 をな さんので 

な」 

「そんなに たくさん ァ チコ チ にいち ゃァ 邪魔で 仕様が 



ない」 

「 ァ J の 警官た ちが 皆 さ んの 代りに 被害者 の 方へ 歩いた 

り、 その 気配 をき きとめた りする 役目な の だから 仕方 

がない よ」 

「しかし、 あなた、 私の 方の 側に いちや ァ、 鉄 丸を投 

げたり、 ガラ ガラを 投げたり、 いろいろな もの を 上へ 

投げた リ振リ 廻したり する の だから、 それじゃ ァ とう 

て い 実演す る わけに いきません」 

「それ はも ッ とも だ。 そっち 側の 警官 は 不要な の だか 

ら、 邪魔に ならない 隅の 方へ、 その 床の間の あたりへ 

集まる がよ い」 



かかる ガラ ガラの 鳴る こと を 予期し うる はず もな く 

(九 太夫 すら 予期し なかった) また その 鳴り つづく 時 

間 を 予知で きる はず もない。 だから それ を 容疑の 理由 

にす る こと は 無理であった。 

実演 を 終える と 辰 男 は 容疑者 組 を ひきとめて、 

「一 パイ やろうじゃありません か。 オヤ ジの ガマ 口の 

中の もの を 失敬しても、 みんなで 一 パイ やる ぶんに は 

差支え はありますまい。 今夜 は 当家 カイ ビヤ ク 以来の 

宴会で さァ」 

と 云っても 大した ゴ チソゥ はで やしない。 その へん 

の テン ャ物 をと つて 酒宴 を やった。 警官に 一 パイ どう 



きた はず だ。 電燈 をつ けに 出た とき、 電話 を かけに 出 

たと き 証拠の 品 を 隠す こと もで きる 機会に めぐまれて 

いる 唯一 の 人物な ので ある。 糸 子の 位置が 殺して 戻る 

に 最も 有利で、 一同の 後へ 戻れば よいの だから、 そし 

て その 間に 人の 介在が 皆無な の だから、 彼女 の 場合 戻 

リ 道で しくじる 危険 は 全くな しと 断じてよ い。 有力な 

容疑者 だが、 動機が 稀薄 だ。 

茂 手 木 も 被害者への 最短距離 だから、 往復の 不自由 

は 他に 比較して 甚だしく 少ぃ。 岸 井と 二人 だけで 応接 

室に いた 間に 短剣 を 盗みと る チャンス も 有り得たろう _ 

彼 は 戦地に 於て 人殺し を 常習に した 怪物 だから、 あの 



ふみ 龃け まわ つ て 必死に こらえて いた あの 有様 はどう 

解釈すべき だろう か。 再び 人殺し を 犯す 苦 を 必死に こ 

ら えていた のか。 

むしろ あの ジ ダン ダ はとうて い 殺人ので きない 弱気 

な 小心な 性格 を 現して いるので はなかろう か。 九 太夫 

は あの ジ ダン ダ になん となく 好意 をいだ いている の だ _ 

この 結論 はだせ なかった。 

さて、 その 翌朝 だ。 オハ ョ ー、 奇術師 サンと 云って 

糸 子が やって きた。 

「ゆうべ はゥ ンザリ して 逃げたん です か」 

「イエ、 とんでもない。 むしろ あなたの 一族に はじめ 



も 知れない が …… ィャ、 ィャ、 必ず 当ってい る はず だ _ 

糸 子 サン、 急いで、 急いで」 

「ハイ、 ハイ」 

糸 子は大 至急 立ち去った。 警察 でも 荷物の 発送 を暫 

時 止める だけなら 大した ことに はならない と 見て か、 

とにかく 重大 事件の 関係 物件で あるから、 九 太夫の 望 

み 通り 荷物の 発送 を 押さえて おいて くれたの である。 

そこへ 九 太夫が 警察 を 訪れて、 

「どうやら 事件が 解決した と 思います よ。 すくなく と 

も あの 荷物の 内容 を 調べて みれば ね。 ま、 お茶 を 一杯 

のませて 下さい」 



です。 大和から 大 荷物 を 送る と 怪しまれる 理由が あつ 

たのです から。 そこで 考えた の は、 怪しまれずに 大荷 

物 を 動かす 方法。 これが ビルマの 孫の 秘密な のです。 

心 霊 術師は 出張) J と に 大 荷物 を 動かす のが 普通な ので 

すから、 しかも 大和に は吉田 八十 松と いう 評判の 心霊 

術師 がいます。 この こと を 知る に 及んで 後閑 サン は大 

喜びした のでし ようね。 そこで さ つ そく 心霊術 師を呼 

び 寄せるべき 理由 を あれこれと 考えて、 まず 戦死した 

はずの 長男が 幽霊に な つ て 出て きたと 云い ふらした の 

です。 幽霊と いろいろの 話 をした が 孫の 名と 女の 名と、 

住所 だけき きもら した。 そこで 心霊術 師 にた のんで 霊 



のお 告げ を 示しても らう 必要が あると 云 つて、 ついに 

心霊術 師を よび よせる 段 どり ま で 漕ぎ つけた わけです。 

大和の 吉田 八十 松と 手紙で 往復して 日取り も 定まった。 

そ ， J で 後閑 サ ンは 大和へ 急行して 例の 大 荷物 を 造り、 

大和の 吉田 八十 松より 熱 海の 吉田 八十 松 宛に 発送した 

わけです。 吉田 八十 松の 大 荷物なら あの 地方で は 誰に 

怪しまれる 心配 もありません。 宅 送です から 駅止めよ 

ひる 

リも おくれて、 ずッと 前に だした のが 土曜の 午 ごろ、 

吉田 八十 松が 熱 海へ 来てから 着いて しまった。 これ は 

失敗でした。 しかし 荷物 はとに かく 到着し、 凄い 見 幕 

で 八十 松 を 怒りつ けて 荷物 を まきあげ 奥の 部屋へ 運び 
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